トゥール ダイセイドウ ノ ステンド グラス <Baie 212> ト <Baie 3> : セイ ヨハネ デン ノ マド オ メグッテ (ソノ 1) by 高野 禎子 & Yoshiko Takano
89
清泉女子大学紀要　第 66 号　2019 年 1 月
トゥール大聖堂のステンドグラス
《Baie212》と《Baie3》：聖ヨハネ伝の窓をめぐって　
－その１－
高野　禎子
要旨
　現在フランスのトゥール大聖堂には 2 つの聖ヨハネ伝の窓がある。その来歴、
修復の経緯、図像内容、窓の意味等に関して、2015 年度前期の特別研究休暇の
際に行った現地調査をもとに、その後得られた新知見とともに、今後数回に分
けてまとめる予定である。
　トゥール大聖堂では、地上階の内陣周歩廊の礼拝堂にある《Baie 3》と内陣部
南側の高窓にある《Baie 212》が、ともに 13 世紀に制作された「聖ヨハネ伝」を
描くステンドグラスの窓である。前者はフランス革命の折に破壊された、近隣の
聖マルタン聖堂からの移設であると考えられており、後者は大聖堂本来の窓であ
る。制作年代は前者が 1230 ～ 50 年頃とされ、後者は 1267 年頃と考えられている。
これら 2 つの窓の現状を、各区画のディスクリプションを通して検討し、その特
徴と課題を提示する。特に後者の窓《Baie212》に見られる特異性に注目したい。
それは下三分の一（8 場面）に「洗礼者ヨハネ伝」を、上三分の二（16 場面）を
「福音書記者ヨハネ伝」に充てている。二つの窓の間には数十年の開きがあるが、
《Baie3》が後発の《Baie 212》に相当程度の影響を与えたことが、今回の調査によっ
て図像内容等から判明した。
A Propos de la «Baie 212» et de la «Baie 3» de la cathédrale de Tours: 
Histoires de Saint-Jean     － 1 －
Yoshiko   Takano
Abstract
    La construction de la cathédrale de Tours a été commencée en 1225 et s’est 
achevée au milieu du XVIème siècle. La Cathédrale possède deux fenêtres de la 
Vie de Saint-Jean : «Baie 3» et «Baie 212». Notre propos est d’abord de faire la 
description détaillée de ces deux fenêtres. Comprenant que la «Baie 3» a exercé une 
certaine influence sur l’iconographie de la «Baie 212», nous aborderons dans de futurs 
articles  la question de la relation entre ces deux baies,en considérant l’origine de cette 
intéressante iconographie des deux saints Jean.
1) «Baie212», vers1267, 10.5 x 3.2m: 16scènes
Quatre lancettes trilobées constituent les six registres qui racontent les Vies des 
deux saints; la Vie de SaintJean l’Evangéliste et la Vie de Saint Jean Baptiste. 
Une aussi remarquable composition double est tout à fait exceptionnelle. 
2) «Baie 3», vers 1230-50, 7.0 x 1.6m: 17scènes
Ce vitrail en lancette, qui raconte la Vie de Saint Jean l’Evangéliste proviendrait 
de la basilique Saint-Martin-de-Tours. 
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はじめに
トゥール大聖堂には現在、聖ヨハネ伝の窓が 2 つ存在する。一つは内陣部周歩廊の地上
階にある《Baie3》であり、もう一つは内陣部高窓の《Baie212》である。前者は当初から
のものではなく、フランス革命時に破壊された近隣の聖マルタン聖堂からの移設であると
されている。これに対して、後者は大聖堂のために作られた当初からの窓である。制作年
代については、《Baie212》が大聖堂の建造年代から推して 1267 年頃であり、《Baie3》は正
確な資料がないため確定できないものの、近年の研究では、1230 ～ 50 年頃と考えられて
いる。
本稿は 2015 年度の在外研究の成果の一部をなすもので、帰国後に様々な機会を得て口
頭発表を行ってきたが 1、特に 2017 年日仏美術学会での発表の折に中世美術の研究者から
貴重な示唆を得ることができた。その折の新知見を交えて、この度改めてトゥールの窓に
ついてまとめることにする 2。なお原稿の分量が規定を大幅に超過するため、今後数回に
分けてこの問題を扱う予定である。全体の目次は冒頭にあげた通りだが、第 1 回の本稿で
はⅢ章までを扱う。
具体的にはトゥール大聖堂の 2 つの聖ヨハネ伝の窓の現状を、窓の各区画、各場面を詳
細に見ながら、特徴と問題点を提示したい。その上で次回以降、同主題の図像の発展経過
を辿り、5 世紀のローマ、サン・ジョヴァンニ・イン・ラテラノ洗礼堂を起点に考察して
ゆくことにする。全体の内容において主眼となるのは、以下の 3 点である。
①《Baie212》では、洗礼者ヨハネと福音書記者ヨハネの 2 人が、同一の窓に上下に重
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なる形で配置されている。この種の窓は中世全域を見渡しても、他に類例のない極め
て特異な作例である 3。両ヨハネ伝の融合した窓としてこれを詳細に検討することは
極めて意義深い。
②《Baie212》より数十年遡るとされる《Baie3》では、福音書記者ヨハネの生涯のみが
表わされている。双方の窓とも、聖ヨハネは黙示録を著わす人物として登場しており、
どちらも福音書記者の姿で登場してはいない。
③《Baie3》と《Baie212》の間で同じ主題を描く場面を比較した結果、両者の間には、
相当程度の親近性が認められた。それ故前者が後者に影響を与えた可能性は高いと判
断しうる。2 人の聖ヨハネを組み合わせた特異な窓として、この《Baie212》の成立事
情を解明するためには、必然的に《Baie3》の窓の検討が重要な意味を持つことになる。
ただフランス革命時の混乱で、聖マルタンのステンドグラスに関しては情報が限られ
ており、資料が極めて少ないのも事実であり、相当な困難が予想される。
改めて言うまでもないが、トゥール大聖堂の窓のプログラムは、ゴシック大聖堂お
よびゴシック美術全体の装飾プログラムを考慮する際に重要な課題であることは言を
俟たない。カロリング朝以来のキリスト教芸術の一大中心地を形成していたトゥール
の町で、11 ～ 12 世紀にはサンティヤゴ巡礼路沿いの代表的な巡礼路聖堂の一つとし
て栄えた聖マルタン聖堂、それは当初の建築の一部のみ残して破壊されてしまったが、
今日でも多くの巡礼達が訪れる歴史的遺構である 4。中世で最も名高い聖堂であった
聖マルタン、その近くに位置する聖ガティアン大聖堂の双方に《聖ヨハネ伝の窓》が
あったとすれば、この事実をどのように捉えるべきであろうか。
現存する同主題の窓のうち、最古の作例はシャルトルの《Baie48》である 5。しか
しシャルトル以前に同主題の萌芽とも言える要素が、この町トゥールにあった可能性
はつとに知られている 6。筆者はこれまでシャルトルを中心に同じテーマを考察して
きたが、2015 年の資料調査によりトゥール大聖堂に残された 2 つのヨハネ伝の窓の
存在に注目することで、さらなる研究の進展が期待できると考えるに至った。以下、
目次に沿って考察を進めてゆく。
Ⅰ．トゥール大聖堂の歴史とステンドグラス概観
今日のトゥール大聖堂は、100×28 ｍの大きさで身廊部の天井の高さは 29m に達する【図
1】【図 2】7。歴史を簡単に紐解けば、以下の通りである。
340 頃に初代司教リドワール Lidoire によって最初の聖堂が建立され、その後継者が
トゥールの名を一躍有名にした聖マルタンこと、聖マルティヌス（316-397）であった 8。
この聖マルタンに献じられた聖堂こそ、初期キリスト教の時代からガリア地方全体のキリ
スト教化に大きな役割を果たした聖マルタン聖堂である【図 3】。
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6 世紀には歴史家としても世にその名を馳せた司教グレゴリウスが登場して、その時代
に第二聖堂が建立された 9。1125 年～ 13 世紀にかけて第三聖堂が建立され、当時の司教
イルドベール Hildebert により開始された建築工事は火災等でしばしば中断した。カペー
朝の王ルイ 9 世（在 1226 ～ 70）の援助によって内陣部は完成をみたものの、同王の十字
軍遠征（1248 ～ 55）にトゥール司教も同行して同地を留守にしたため、帰国を待って建
設が再開された。結果的に 1225 ～ 33 頃には祭室が、1267 年までには内陣部がそれぞれ
完成した 10。
14 世紀には南北の翼廊が完成し、この時期、それまでの守護聖人聖モリスにかわって
聖ガティアン S.Gatien に献堂された。当時、新たな聖遺物の取得により、聖堂の守護聖者
が変更された一例である 11。
15 ～ 16 世紀初頭にかけて、百年戦争の終結により、身廊部と西正面がルネサンスの影
響をうけたレース編みのごときフランボワヤン様式で完成をみる 12。革命時には一時荒廃
したものの、その後北翼廊が改修され 13、1810 年頃には近隣のサン・ジュリアン聖堂から
多数のステンドグラスが移設された 14。以上、大聖堂の歴史を踏まえて、次にステンドグ
ラスの全貌を見ておきたい。
トゥール大聖堂のステンドグラス概観
ステンドグラス総覧 Corpus Vitrearum によると、大聖堂全体でステンドグラスの窓は計
239 枚を数える【図 4】。制作年代は 13 世紀が最も古く、ルネサンス期を経て 20 世紀に至
るまで、様々な時代の窓が混在する 15。最古の窓はアプシスにあるが、当初の位置に残る
のはただ 1 点のみで、中軸上の《Baie0：タイポロジ ― の窓》である【図 5】【図 6】。そ
の他の窓は既述の通り、聖マルタンや聖ジュリアン聖堂からの移設であると考えられてい
るが、由来が不明の窓も少なからず存在する。
13 世紀半ば頃、上述の通りルイ 9 世は十字軍から帰国して後に大聖堂の工事を再開し
たが、その為現存する古いステンドグラスの多くは 1267 年頃の完成とみることができる。
大聖堂で最も保存状態の良いステンドグラスは、内陣部にある一群の高窓である【図 7】。
計 15 の高窓より構成され、主題も多彩である。《キリスト受難伝》を中心に、右《エッサ
イの木／幼児伝》、左《聖モーリス伝》、さらに《聖ペテロ伝》、《聖マルタン伝》、《天地創造》
ないし諸聖人伝の窓へと続く。全体で良く統一されたプログラムが認められるため 16、こ
の計画には当時の司教や重要な聖職者の関与が想定されている 17。本稿では特に内陣部南
側に位置する《Baie212》に注目する。次章では窓の細部を詳しく見てゆきたい。
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Ⅱ．《Baie212：洗礼者ヨハネ伝と福音書記者ヨハネ伝の窓》の特異性
〔1〕窓の概要
この窓は計 4 つのランセットで構成されており、大きさは 10.5×3.2m である【図 8】【図
9a】。制作年代は 1267 以前とされていることは先述した通り。窓の全体は 4 区画 6 段構成
で、計 24 の基本的な枠組より成っている。枠組みは長方形の大枠に縦方向へ伸びた楕円
形を重ねる形となっており、小槌型とも呼べるような形をしている 18。この窓は 24 区画
より成る全体を、2 人の聖ヨハネ伝に充てている。
下二段（8 区画）には「洗礼者ヨハネ伝」、上四段（16 区画）には「福音書記者ヨハネ伝」
が描かれている。さらにランセットの最頂部には「王冠を持つ天使像」、尖頭型の頂点に
は司教の姿が表わされている 19。
内陣部のトリフォリウムには、聖母子像を中心に 12 使徒と天使が描かれたステンドグ
ラスが並ぶ。グリザーユの窓、寄進者像の銘文等から、この場所を飾る窓の制作年代は
1250 ～ 1267 年頃とされている 20。
〔2〕修復（1993 年の Corpus Vitrearum 報告書より 21）
現地での古文書等の調査の結果、先行研究等を参照しつつも、この窓に特化した研究が
なされていないため、一次資料を可能な限り調査した結果、以下の諸点が確認された 22。
本稿にとって大切な点のみを、以下に箇条書きでまとめておきたい。
・	18 世紀以前の内陣部の高窓の記録は存在しない 23。
・	17 ～ 18 世紀に嵐の被害を何度か受け、修復がなされていた。1739 年のロワール河
の増水による被害。1751 年 3 月 15 日に大嵐による大規模なステンドグラスの被害。
1768 ～ 82 年の修復。この時《Baie212》が対象となっていた記録が古文書館に残され
ている 24。
・	1834 年《Baie212》状態が悪化；鉛枠の損傷、グリザーユの剥落、それ以前の修復の
悪影響が出る。
・	1846 年《Baie100》《Baie214》の修復がなされる 25。
・	1855 ～ 56 年《Baie212》修復記録あり。以前の修復部を完全に除去し、特に背景地や
人物の頭部も 13 世紀の様式に倣って作り直して全体の調和を図った 26。
・	1939 ～ 1950 年　第二次世界大戦中、窓のステンドグラスは木箱に収められて疎開 27、 
1944 年湿気による箱の傷みが目立ち始め、1947 年から修復と大聖堂の元の位置に戻
す作業が開始される 28。
以上、修復の経緯に加えてここで確認された幾つかの特徴をまとめておきたい。
①窓の特徴；他の古窓と比較して、この窓の “Authenticité 真正性 ” は比較的良好であり、
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後代の変更が少ない窓であることが確かめられている【図 10】【図 11】。しかしなが
ら 1851 ～ 1950 年の間、各区画の配置順序は少なくとも 3 回変更されている。おそら
くは 18 世紀の時代に「二人のヨハネ伝」の図像学の理解に相当な混乱があったため
と推測される 29。
②ガラスの傷み具合；内陣部北側に比して、南側の傷みが激しい事が確かめられている。
内外ともに損傷があり、顔や手の明るい紫色、衣服の濃い紫色は完全に傷んで黒ずん
で見える。なお《Baie212》の赤ガラスは染みで汚れているのに対し、黄色と青色に
ついてはシリカ分が多いためか保存状態が比較的良好である。
③外付けグリザーユ ; 《Baie213》にはまだ残存している事が確かめられている。《Baie212》
と《Baie214》では完全にこれが消失しているとの報告がなされている 30。
以上を踏まえて、次に各場面を仔細に見てゆこう。
〔3〕各場面を読み解く
この窓の読み解き順序としては、通常の原則の通りで良い。左から右へ、下から上への
順序で読み解く。まず最初に下二段（8 区画）の「洗礼者ヨハネ伝」から先に読み、上四
段の「福音書記者ヨハネ伝」へと読み進めてゆく。
〔A〕洗礼者ヨハネ伝 : 場面解説（a）→（h）【図 9a】、【図 9b】、【図 12】
第一層【図 13】【図 14】
区画 (a)〔ザカリアへのお告げ〕祭壇のある小建造物をはさんで右に大天使ガブリ
エル、左に神殿の祭司ザカリアがいる。妻のアンナが身ごもることが告知され
る。
区画 (b)〔マリアへの受胎告知〕左にガブリエル、右にマリアがいてイエスの誕生
が告知される。
区画 (c)〔洗礼者ヨハネの誕生〕エリザベツが寝台に横たわり、女召使とヨハネを
抱くマリアが右に立つ。
区画 (d)〔ザカリアがヨハネの名を書く〕左にヨハネを抱く女性と召使いがいて、
口がきけなくなったザカリアが板に「ヨハネ」と名前を記す。
第二層【図 15】【図 16】 
区画 (e)〔ヨハネの割礼〕誕生後 8 日目に神殿で割礼をうける。左に祭司、右にザ
カリアとアンナがヨハネを祭壇上において割礼を受けさせている。
 区画 (f)〔洗礼者ヨハネが砂漠で説教する〕左に説教するヨハネと右には群衆がそ
れを聴いている。メシアの到来を告げる場面。
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 区画 (g)〔兵士達がそれを聴く〕槍をもった兵士達が左を向いてヨハネの説教に耳
を傾ける。
 区画 (h)〔洗礼者ヨハネがヘロデないしヘロデアを非難〕王冠をかむり右手に王笏
を持つ人物が右に立ち、左のヨハネが問いかける。両側に樹木がある。
〔B〕福音書記者ヨハネ伝；場面解説（1）→（16）【図 9b】、【図 17】 
第三層【図 18】【図 19】
区画 (1)〔王とヨハネ〕先の区画 (h) の続きとみれば、ヘロデアを非難する洗礼者ヨ
ハネと解す。あるいは王の前にたつ福音書記者ヨハネとみるか？右の王冠をつ
けた人物が王笏をもち、左の赤い光輪の人物と話しをする場面。
区画 (2)〔王の前で宝石を砕いて元通りにする福音書記者ヨハネ？〕中央に台のよ
うなものがあり、左にヨハネ、右に王がいる。ヨハネは宝石を砕いて、それを
元通りにする奇跡を行った。
区画 (3)〔毒杯の準備〕召使に毒蛇を砕かせて、毒杯の準備をさせる王。巨大な杯
から数匹の蛇が出ている。
区画 (4)〔毒杯を飲み死せる人物〕王の前で毒杯をあおぐ人物と既に死んだ人物が
足元に倒れている。
第四層【図 20】【図 21】
区画 (5)〔王の眼前で毒杯をあおぐヨハネ〕右に王が座り、その前で毒杯をあおぐ
ヨハネ。
区画 (6)〔死せる人物の蘇生〕すでに死せる二人をヨハネが蘇生する奇跡場面。
区画 (7)〔王が役人に命じて油刑の準備をさせる〕王冠をつけ王笏持つ王と槍をも
つ役人。
区画 (8)〔油刑〕ラティナ門での油刑。ふいごで火力を強める召使と天から神の手
が出てヨハネは涼しい顔で死をまぬがれる。【図 22】
 
第五層
区画 (9)〔パトモス島への旅立ち〕波立つ海に一艘の帆掛け船、そこにのりこむヨ
ハネ。【図 23】
区画 (10)〔黙示録を書くヨハネ〕7 本の塔のあるアジアの教会に囲まれて黙示録を
書くヨハネ。【図 24】　
区画 (11)〔ヨハネの死を見守る弟子達？〕5 人の人物が立ち、右端の一人が涙をぬ
ぐう。
区画 (12)〔空の墓〕お墓が空になっており、二人の弟子達が祈る姿。【図 25】
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第六層【図 26】【図 27】
区画 (13)〔ヨハネの栄光の死〕墓に横たわり、両手で祈るヨハネに天から赤い光線
が降り注ぐ。祭壇が右におかれ、その上には聖杯（カリス）がある。赤い火の
玉らしきものも見える。
区画 (14)〔ヨハネの死を見守る弟子達〕区画（11）と同一場面 ; 理由は不明。
区画 (15)〔松葉杖をつく障碍者達〕ヨハネのミサに預かる障害をもった 3人の人物達。
区画 (16)〔ヨハネのミサ〕助祭が金のパテナを高く掲げて後ろに控えており、聖杯
のおかれた祭壇を前にミサをするヨハネ。
各ランセットの頂部には、両手に王冠をもつ半身で光輪のついた聖人像が見える
【図 27 上部】。また最頂部の六弁形メダイヨン内には司教が祝福の身振りで描かれ、
下にある二つの四弁形小メダイヨン内には植物モチーフが描かれている。
以上見てきた通り、他に類例のない作例であるため比較は容易ではないが、筆者
が 2006 年から継続して行ってきた研究の結果、明らかになった諸点を踏まえて幾
つか問題点を指摘しておきたい。
〔4〕問題点
①第 1 の特徴：洗礼者ヨハネ伝（下二段 8 パネル）と福音書記者ヨハネ伝（上四段 16
パネル）の二つが一体化している窓であり、他に類例がないこと 31。
②文献史料や修復記録を詳細に検討した結果、1849 年以降、少なくとも計 3 回の場面
変更が確認されたこと。また場面の解釈にも課題が残る。
③例えば「毒杯の奇跡」が 4 区画 (3), (4), (5), (6) を占めており、特別な配慮がなされて
いること。
④洗礼者ヨハネ伝で、最も重要な諸場面；「キリストの洗礼」、「サロメの踊り」、「ヨハ
ネの斬首」、死後伝が全く描かれていないこと。
⑤福音書記者ヨハネ伝で、「油刑」はあるが、「ドルシアナの奇跡」、「宝石の奇跡」が一
場面のみである点や、最後の場面の「ヨハネのミサ」の手前に「ミサに参列する障碍
者達」区画 (15), (16) という特殊な場面がある理由は何か。 
これらの問題点に関して、次章では内陣部の窓《Baie3》との比較を通して、考えてみたい。
次章では、同大聖堂にもう 1 つある聖ヨハネ伝の窓、つまり聖マルタン聖堂からの移設と
される《Baie3：聖ヨハネ伝の窓》を詳しく見てみよう。
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Ⅲ．《Baie 3: 福音書記者ヨハネ伝の窓》について【図 28】
〔1〕窓の概要
上述したように、この窓はフランス革命期まで存在していた初期キリスト教時代から
トゥールに君臨していた最も重要な聖堂、聖マルタン聖堂旧在の窓と考えられている 32。
窓の形状は尖頭アーチ型で、大きさは 7×1.6m、計 17 場面より成っている。制作年代に関
しては、資料が不足しており不明点も多いが、周囲の事情や様式的な観点からして、筆者
はやや早い説に同意したいと思う。それは 1225 ～ 30 頃と考える説である。ただし Corpus 
Vitrearum によると 1250 頃とされる 33。
窓の現在の位置は地上階の内陣中軸にある中央礼拝堂の向かって左隣り、つまり北側の
最初の礼拝堂の右端に位置している【図 4】。同じ礼拝堂には《大ヤコブ伝》《ペテロとパ
ウロ伝》の窓が並ぶ。現在これら全てが旧聖マルタン聖堂由来と考えられている。
窓の構造については、中軸上に四角形を 90 度回転した形の菱形状の区画を五個半配置
し、真中より少し上部には円形の「磔刑場面」が 1 つある。その間を、上下方向にゆがん
だ四葉形を半分づつ組み合わせて、計 13 層より構成されている。
〔2〕各場面を読み解く
各区画の図像を、下から上、左から右へと順に読み解いてゆくが、図版との照応がやや
変則的になる。
第一層　区画 (1) と区画 (2)〔天使達〕膝まづいて祈る天使達、これらはみな後補である。
第二層（～第四層）【図 29】
	 区画 (3)（方形区画）〔寄進者か？〕祭壇の前に膝まづいて祈る人物。
第三層　区画 (4)〔王と毒杯を仰ぐ人物、死者〕左に冠をつけ王笏を手にした王が座り、
二人の人物のうちの一人は毒杯をあおぐ。もう一人は右手に毒杯をもったまま
死んで横たわる。→ 比較《Baie212》の (4) とこの場面は類似する【図 29】【図
19 右】。
	 区画 (5)〔王が召使に毒杯の準備をさせる〕右に王が立ち、右手をのばして召
使に桶のようなものに毒杯を準備させている。召使は長い棒で蛇を砕いてお
り、一匹の蛇が顔を出している。→ 比較《Baie212》の区画 (3)【図 19 左】と、
王の身振りや召使の動作など類似する。ただし桶の大きさが随分違うのは、枠
の相違ゆえであろうか。
第四層　区画 (6)〔王の前のヨハネ〕【図 29 上】左手に宝石と思しき固まりをもち、右
手を伸ばしたヨハネと、王は右手で何か指図している様子である。この場面
は、あるいは宝石を砕いて、元通りにする奇跡の場面かもしれない。→ 比較
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《Baie212》区画 (2)【図 18 右】との類似性あり。ただし台のようなものは《Baie3》
には見当たらず、王はそこで王笏をもっていない点、さらにヨハネの両腕の上
下方向が反対になっている点が異なっている。
第五層（～第六層）【図 30】
 区画 (7)〔毒杯をあおぐヨハネ〕右に王が王笏をもって座り、その前でヨハネ
は立ったまま毒杯をのみほす。→ 比較《Baie212》区画 (5)【図 20 左】と類似。
ただし《Baie3》では、王は王笏を持つが、《Baie212》ではそれを持っていない。
	 区画 (8)〔死者の蘇生〕ヨハネが右に立ち、盃を傾けて死者達を蘇生する。→
比較《Baie212》の区画 (6)【図 20 右】と類似する。ただヨハネは両手で盃を
もつように見えるが、《Baie3》では右手のみで盃をもつ。また《Baie212》に
は双方の間に一本の樹木がある。
第六層（～第七層）【図 31】
	 区画 (9)〔薪を黄金に変える奇跡〕【図 30 上】右に王が王笏らしきものを持っ
て立ち、左にヨハネがやや前かがみで立つ。足元には草のような、山のような
ものが描かれる。黄色の固まりが薪と解釈される。→ 比較《Baie212》区画 (2)
と類似する【図 31】【図 20 右】。上記の《Baie3》の区画 (6) とも類似するため、
両方の場面に応用された可能性も否定できない。ちなみに区画 (6) には台のよ
うなものが無い事が相違点といえよう。ただし王がともに王笏を持つ点やヨハ
ネが右腕を挙げながら、左腕を下げている点などが、区画 (6) の場面と比して、
こちらの場面に極めて近い。　
第七層  区画 (10)〔ヨハネの説教〕左にヨハネが立ち右手を高く挙げて、右の二人の人
物に何事か語りかけている。ヨハネは杖をもっており、二人はくつろいだ格好
で話に耳を傾けている。
	 区画 (11)〔槍をもつ二人の兵士〕ヨハネの説教に耳を傾けている兵士の前には
大きな葉をつけた一本の樹木がある。→ 比較《Baie212》区画 (f) と区画 (g) の
いずれも洗礼者ヨハネ伝の場面で、「砂漠での説教」と類似する。特に区画 (g)
にある樹木の存在まで近い点が興味深い【図 31】【図 16 左】。
 　1 つの可能性だが、《Baie3》には明らかに他の窓からの《磔刑》と同様に、
洗礼者ヨハネ伝の一部が紛れ込んだと考えて良いのだろうか？
	 　または《Baie212》の現状の解釈が間違っていて、説教場面が《福音書記者
ヨハネ伝》の一部と解釈すべきであるのか、色々と謎が多い点である。
第八層（～第十層）【図 32】
	 区画 (12)〔磔刑図〕十字架光輪をつけたイエスがゴルゴタの丘で磔刑に処せら
れ、両脇にいるのは聖母マリアと聖ヨハネ。ヨハネは右手を頭にのせ、左手に
大きな書物をもつ。
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第九層　区画 (13)〔パトモス島への旅立ち〕大きな波が打ち寄せる海に一艘の帆掛け船
にのったヨハネは、前をむいてこれからの試練を待ち受ける。→ 比較《Baie212》
区画 (9) と類似する【図 32】【図 23】。大波の表現や帆掛け船の形状など、極
めて類似する。
 区画 (14)〔黙示録を書くヨハネ〕全体を波状のマンドルラのような枠で囲んだ
パトモス島での黙示録の執筆の光景である。ヨハネはまるでフード状のマン
トに身を包み、右手をあげて左手で巻物を広げて執筆に余念がない。→ 比較
《Baie212》区画 (10)【図 24】との場面の共通性はあるものの、7 基の十字架の
ついた塔が無いなど、《Baie3》の方がより単純化されている。素朴さという点
で特徴あり。
第十層　区画 (15)〔王の前のヨハネ〕王が左に座り、ヨハネは王を振り返る形で見ている。
王笏が両者の間におかれ、その先が三つに分かれている。→《Baie212》の区画 (1)
【図 18】にも似ているが、しかし両者が立っているのと、王が座るのとで違い
も目立つ。
第十一層（～第十四層）【図 33】
	 区画 (16)〔油刑を命じる王〕左に王が王笏をもってすわり、召使に対してヨハ
ネを油刑に処すよう命令を下す。
	 区画 (17)〔ラティナ門での油刑〕油桶の中に半身を浸したヨハネは、両手を胸
の前にくみ、天を仰いでいる。召使がふいごで風をおくり、燃え盛る炎の様子
が良くわかる場面。→ 比較《Baie212》の区画 (7), 区画 (8) との間に類似性は
ある【図 33】【図 22】。王と召使の動作、油桶の炎の表現やふいごを吹く召使
の姿勢などが似ている。ただ《Baie3》の油刑に目立つ樹木の存在、王の前の
召使が剣をもつのは左手であることなど、異なる点もある。
第十二層　区画 (18)〔ヨハネのミサ〕右に祭壇がおかれ、その上に聖杯がのる。この祭
壇の前でヨハネはミサを捧げている。彼の後ろには助祭が立つが、2 つの顔が
見えることからここに居るのは 2 人物であろうか。→ 比較《Baie212》区画 (16)
と助祭の人数以外は類似点あり【図 33】【図 27】。しかしミサに障碍者が参列
しておらず、また《Baie212》にある助祭の後ろの樹木の存在も無い点など、
相違点もある。
第十三層　区画 (19) と区画 (20)〔香をふる天使達〕大きなお皿と吊り香炉をもった天使
がヨハネのミサを寿ぐかのように吊り香炉をふる。
第十四層　区画 (21)〔聖霊の鳩〕黄色の光輪をつけた鳩が、頭を下にして天から降って
くる。
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結び：まとめと課題
以上、《Baie212》と《Baie3》の細部を詳細に見てみると、計 18 区画中の 13 区画まで、
両者の間に相当程度の類似性が認められた。結果的には、聖マルタン聖堂にあったとされ
る「先例の窓」に倣う形で、後発の大聖堂で、特に内陣部の高みにこうした《聖ヨハネ伝
の窓》が造られたと考える事は、それほど無理ではないと思われる。
しかしながら両者が決定的に相違する点は、福音書記者に特化したと考えられる《Baie 
3》と、洗礼者ヨハネと福音書記者ヨハネの 2 人の聖ヨハネを一体化した特異な窓である
《Baie212》の、図像的な扱い方の相違である。
何故こうした 2 人の聖ヨハネが、他ならぬ大聖堂の内陣部に描かれたのであろうか。こ
の問いはトゥールのみならず、英仏のゴシック大聖堂に見られる相当数の両聖ヨハネ伝の
窓の謎を解く鍵となる大きな疑問であり、答えが容易には見いだせそうにない難問でもあ
る 34。
注
1　	 帰国後に行った関連テーマの口頭発表は以下の通り。2016 年 10 月（聖心女子大学キリスト教文
化研究所教養講座）、2017 年 10 月（日仏美術学会第 144 回例会）、2018 年 5 月（美術史学会全
国大会）。
2　 2015 年 4 月～ 9 月前期中の特別研究期間において、Tours 大聖堂の窓に特化した研究を進めるこ
とができたのは誠に幸いであった。貴重な第一次資料を間近に調査する機会に恵まれ、得られ
た知見を仏文を含めて以下の報告書にまとめ大学に提出した。Cf. 高野「2015 年度前期特別研究
休暇活動報告」、2015 年 12 月 25 日提出。
3　	福音書記者と洗礼者 2 人の聖ヨハネ；前者は 12 使徒の一人で第四福音書を書いた人物。使徒中
最も若く主に愛された弟子。「最後の晩餐」では主の胸にもたれかかる姿が見られる。キリスト
昇天後はペテロとともに布教に努め、後にローマ皇帝ドミティアヌス治下でエーゲ海のパトモ
ス島に流刑され、そこで「黙示録」を書いたとされる。現代の聖書学では福音書と黙示録は別
人の手とされるが、中世にはこれを同一視。生涯について 13 世紀後半のドミニコ会修道士ヤコ
ブス・デ・ヴォラギネ著『黄金伝説』に詳しい。2018 年 7 月現在で福音書記者ヨハネ伝の窓を
英仏両国で 16 例確認済みである。それらの殆んどが 13 世紀前半の作例で、トゥールの《Baie212》
は後半の例として重要。後者の洗礼者ヨハネはユダヤの祭司ザカリヤと聖母マリアの従姉妹で
あるエリザベツの息子。救世主の先駆者であり旧約最後の預言者でもある。荒野で修業してヨ
ルダン河でイエスに洗礼を授ける。その後領主ヘロデ・アンティパスにより投獄され斬首された。
毛皮の衣をまとい苦行者の姿で描かれる。キリストを見て「見よ神の仔羊を」とよんだことから、
仔羊を伴って表わされる。ゴシックのステンドグラスに見られる《洗礼者ヨハネ伝の窓》は以
下の大聖堂にある。Ex. Bourges, Paris Sainte-Chapell, Lyon, Saint-Julien-du-Sault, Coutances 他。
4　 聖マルタンの基本書として参照したのは以下である。Cf. Charles Lelong, La Basilique saint-Martin 
de Tours. Ed.C.L.D., Tours, 1986, fig. VI-1 (Claetz Jan Visscher, La fort ancienne et noble ville de Tours, 
1625; Macrophoto Arsicaud, Tours, no. 18 152. 7. ).
5　	筆者の主要テーマはシャルトル大聖堂の窓《Baie48: 聖ヨハネ伝の窓》の図像プログラムであり、
本紀要で以前 5 回連載した。Cf. 高野「シャルトル大聖堂のステンドグラス《Baie48: 聖ヨハネ
伝の窓》、『清泉女子大学紀要』vols. 55, 56, 58, 59, 2007 ～ 2012 年。トゥールの窓はシャルトルの
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窓と極めて密接な関連性を有するもので、両者は地理上のみならず、同一の司教区に属しており、
接点も多く注目に値する。ステンドグラス研究の拠点としてオルレアンの文化財保存研究所
Direction Régionale des Affaires Culturelles (DRAC); Conservation régionale des Monuments Historiques
での資料調査を行った。
6　	一例として以下の論考参照のこと。Cf.Meyer Schpiro, «Two Romanesque Drawings in Auxerre and 
some Iconographic Problemes», reprint in Romanesque Art vol. I, pp. 306-327.
7　 パリ大聖堂やシャルトル大聖堂と比して、やや小ぶりの規模である。ちなみに西正面の双塔は
約 68m。
8　	聖マルティヌス Martinus（316-397）4 世紀トゥールの司教。現ハンガリーのパンノニアに生まれ、
15 歳で軍務に従事してローマ皇帝に仕えた後に 18 歳で洗礼をうけ軍務を辞す。聖ヒラリウスに
師事してガリアで初の修道院を開く。371 年トゥール司教に就任。逸話が数多く残され、弟子
Sulpice Sévère の伝記、『黄金伝説』などを典拠にした図像が描かれる。例えば「貧者にマントを
分け与えるマルティヌス」：冬の寒い日、アミアン城門の近くを馬で通りかかったマルティヌス
が、寒さに凍える貧者に自分のマントを半分に剣で裂いて与えたが、その晩キリストが彼の夢
に現われ、あの乞食は自分であったと、衣の半分を腕に彼の善行を讃えた話など。
9　	司教グレゴリウス（538-c.594）クレルモンの貴族に生まれ、10 代で病をえて聖職者の道を選ぶ。
35 歳でトゥール司教となる。その著書『歴史十書』には歴代トゥール司教の事績がまとめられ
ており、聖マルティヌス奇跡譚も入る。彼の建てた第二聖堂は聖モリス S.Maurice に献堂された
（590 年）。
10　	この時期の建設経過をまとめると以下の通り。大聖堂の建設は 1233 年の少し前、当時の司教ジュ
エル・ド・マテフロン Juhel de Mathéfelon により企画され、ルイ 9 世がシュミエ Chemillé の石切
り場から石材調達の許可（1241 年）、シノン Chinon の森の樹木を伐する許可（1243 年）を聖堂
参事会に与えるなどして積極的に援助を行った。1267 年にはシュヴェがガラス窓の入った状態
で完成していたはずである。というのも同年にルイ 9 世の寄進した聖モリスの新たな聖遺物の
移送は終わっていたはずであったから。シュヴェの完成後、作業はなかなかはかどらず、13 世
紀末になってようやく南北の翼廊と身廊の東側トラヴェの建設に着手されたという。1320 年頃
になると身廊の西側トラヴェへと進み、15 世紀になってようやくそれが完了。最後に西正面が
16 世紀に再開。従って 1233 年から 1500 年頃までの約 3 世紀近くを費やしてトゥール大聖堂は
全容を露わにしたことになる。
11　	上記注の通り 1320 頃から身廊部の建造が再開されたが、この頃守護聖人が聖モリスからガティ
アンに変わった事情、ないしステンドグラスに描かれた守護聖人の問題に関しては、以下の文
献を参照のこと。
	 ・Cf. Claude Andrault-Schmitt, La cathédrale de Tours, Geste éd, 2010, esp. pp. 48-56.
12　 Style flamboyant フランスで 14 世紀後半～ 15 世紀末にかけて登場したゴシック末期の建築様式。
窓のトレーサリに曲線が多用され、あたかも焔が燃え上がるように見えたことからその名が付
けられた。
13　 歴史の変遷を辿ると、1562 年宗教改革の嵐で扉口彫刻が破壊、1792 年仏革命時に聖職者が追放
されて「理性の神殿」となる。19 世紀北翼廊正面が改修されて聖マルティヌスの祭壇が設置。
1993 ／ 2003 年内陣とシュヴェの穹窿やステンドグラス、壁画等が修復。1996 年新らしく主祭
壇（F.Arnal 作）の設置と大オルガンの修復。2010 年シャルル 8 世とアンヌ・ド・ブルターニュ
の子供達の墓のある礼拝堂が修復。2010 ／ 2013 年北翼廊と北薔薇窓が修復され、今日も修復は
なお継続中である。
14　	トゥールの聖ジュリアン聖堂は 6 世紀に遡り、現在の聖堂の大部分は 13 世紀である。ステンド
グラスは殆んどが 20 世紀。地理的には聖マルタン聖堂と聖ガティアン大聖堂の中間的な位置に
ある。中世のステンドグラスの遺構が現在大聖堂に移設されていると言うが詳しい経緯は不明
な点が多く、さらに検討を要する課題である。
15　	Les Vitraux du Centre et des Pays de la Loire, (Corpus Vitrearum, Recensement des vitraux anciens de la 
France), vol. II, Paris, CNRS, 1981, pp. 120-132. 
16　	内陣部の高窓全体の説明は以下参照のこと。
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	 ・Cf. Cl. Andrault-Scmitt, op. cit., esp. 164-195. etc.
17　	当時の司教 Juhel de Mathéfelon により企画されたと考えられている。（注 10 参照）
18　	仏語ではこの基本構造を	«quadrilobes à pointe» と形容している。直訳は「突起のある四葉形」で
あろうか。本稿では便宜的に「小槌型」と呼んでおきたい。
19　	内陣部の構造やステンドグラスの配置等、聖王ルイが建てた同時期の作例との類似性が指摘さ
れる。しかしステンドグラスの様式も図像学上も、パリのサント・シャペルとは異なっている。
窓の配置についても同様である。
20　	内陣部のステンドグラスの図像プログラムに関しては、《キリスト受難伝の窓》を中心に《エッ
サイの木・幼児伝》を伴って、左右に各々 7 つの窓が配置され、統一感のある構成が見られる。
中軸の左右には《聖モリス》（最初の守護聖者）、《聖ペテロ》（カトリック教会の代表者）、《聖
マルタン伝》（トゥールの教会創設者）、《トゥール司教達》、《Loches の参事会員達》、ついでトゥー
ルにゆかりのある聖者伝の窓が続く。Cf. Corpus および Cl. A-Schmitt 前掲書参照のこと。
21　	報告書は以下の通り。
	 ・Cl.Lautier, N.Franchon-Gielarek, C.Manhes-Deremble, A.Pinto «Les Vitraux du Haut-Choeur de la 
Cathédrale de Tours: Histoire des Restaurations. Etude iconographique et technique, Critique d’Authencité, 
Etat sanitaire», 1993, pp. 206-209. さらに近年の研究としては以下も参照した。
	 ・Le Vitrail et les traités du Moyen Age à nos jours, XXIIIe colloque international; Tours 3-7 Juillet 2006, 
(Corpus Vitrearum), esp. pp. 62-66 «Tours, Cathédrale Sait-Gatien» Présantation par Claudine Lautier et 
Michel Hérold, 2006.
22　 調査を行った主な研究機関は以下の通り。
①	Direction Régionale des Affaires Culturelles (DRAC) Conservation régionale des Monuments Historiques 
(Orléans).
	 ② Bibliothèques des archives municipale de Tours (Tours).
	 ③ Bibliothèques des archives diocésaines de Tours (Tours).
	 ④ Bibliothèque de la Société archéologique de Touraine (Tours).
	 ⑤ Bibliothèque du Centre d’études supérieures de la Civilisation Médiévale de Poitiers (Poitiers).
	 ⑥ Bibliothèque Nationale de la France (Paris).
	 ⑦ Médiathèque de l’architecture et du Patrimoine (Paris).
23　 Cf. 注 21 の報告書による。
24　 Cf. Archive départementales〔G157〕この記録が本窓に関する最初の言及となる。Verrier le Vannier 
なる修復家の名前〔G155〕によって《Baie212》は 1772 年に修復完了したことがわかる。
25　	Vincent Thiébelin による “brosse rude” を用いた修復を Viollet-le-Duc が非難したという。
26　 上記の息子 Lucien-Léopold Lobin, J.P.Florence, et Barrault (vitrier de la Cathédrale) へと修復の継承が
なされた。  
27　	“Dans les caves du couvent de la Bretèche puis dans d’autre cave à Vouvray”.
28　	Jean Gaudin, Jean-Jacques Gruber 特に Max Ingrand が《Baie212》の修復の指揮をとった。今日こ
の時の修復部分は見分けやすい。
29　	窓の構成の変更の頻度については、注目に値する問題が潜んでいるのではないかと考えている。
上記〔注 2〕報告書でこれをまとめておいた。
30　	外付けグリザーユに関しては、次の論考参照のこと。トゥールの窓でこの技法が確認された事
はシャルトル同様興味深い。
・	Claudine Lautier «L’usage de la Grisaille sur la face extérieure de la Cathédrale de Chartres», Vitrea, Nos. 
5 et 6, 1990, pp. 23-29.
31　	そもそも当初からそうであったのか、疑問もある。あるいは他の窓のように、二組が別々の窓
に分かれてあったという可能性はないのか等、留保しておかねばならない。
32　	現地で古文書等の調査をしたが、これに関する資料的な後付けは残念ながら得られなかった。
そもそも聖マルタンのステンドグラスの実情に関しては文献的にも貧困であることが本研究に
とって懸念材料の一つである。
33　 Cf. Corpus Vitrearum, op. cit., p. 120 
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34　	本研究のテーマ：二つの窓に描かれる「黙示録著者としての聖ヨハネ」に光をあてる事は、トゥー
ルの町で初期中世以来既に育まれていた「黙示録著者としての聖ヨハネの優位性」が何らかの
契機により結実を見た例として考えられないだろうか。本主題に特化した特異な窓の登場を促
した可能性が、それを育んだ土壌で、その萌芽の温床となり得たことを、具体的な資料ととも
に提示できればと願っている。相互の関連性を示唆できる物証はないか、等の調査を今後さら
に進めたいと思う。
【参考文献】
Claude Andrault-Schmitt, La Cathédrale de Tours, La Crèches, 2010.
Jean-Jacques Bourassé (abbé), Les Verrières du choeur de l’Eglise métropolitaine de Tours, 1849.
Henri Boissonnot (chanoine), Histoire et description de la cathédrale de Tours, Paris, 1920.
Id., Les Verrières de la Cathédrale de Tours, dessins et aquarelles, Paris, 1932.
Francis Salet, La cathédrale de Tours, 1949.
Les Vitraux du Centre et des Pays de la Loire (Corpus Vitrearum, Recensement des vitraux anciens de la France, 
vol.II) Paris, CNRS, 1981
Linda Morey Papanicolaou «Stained Glass from the Cathedral of Tours: The Impact of the Sainte-Chapelle in the 
1240s.», Metropolitain Museum Journal, vol.15, 1980, pp. 53-66.
Id., «Thirteenth Century Stained Glass from the Abbey Church of Saint-Julien at Tours and its Parisian Sources, 
Gesta, 1978, pp.75-76.
Cl.Lautier, N.Franchon-Gielarek, C.Manhes-Deremble, A.Pinto «Les Vitraux du Haut-Choeur de la Cathédrale de 
Tours: Histoire des Restaurations. Etude iconographique et technique, Critique d’Authencité, Etat sanitaire», 
1993, pp. 206-209.
Dominique Hervier, La Cathédrale de Tours, petites notes sur les grandes Edifices, 1980, (Musée de Tours, esp., 
p.49 «14e fenêtre: légendes de saint Jean Baptiste et de saint Jean l’Evangéliste»
Grégire de Tours et l ‘espace gaulois, Actes du Congrés, Tours, nov., 1994, Textes réunis par Nancy Gauthier et 
Henri Galinié, Tours, 1997. 
Tours 1500, Capitale des Arts, (Cataloguede l’Exposition) du 17 mars au 17 juin, 2012,organisée au musée des 
Beaux Arts de Tours, Somogy éditions d’art, Paris, 2012.
Joseph van der Straeten, Les Manuscrite hagiographiques d’Orléans Tours et Angers, 1982, Bruxelles. 
Arnaud de Saint-Jouan, «Tours.Cathédrale Saint-Gatien: la réstauration du décor intérieur du choeur», Congrès 
archéologique de France, 155e session, Touraine, 1997, Paris, 2003. pp. 317-324.
Françoise Perrot «Note bibliographique sur les vitraux du chevet de la Cathédrale de Tours: entre l’ouest et l’île-
de-France» Congrès archéologique de France, 155e session, Touraine, 1997, Paris, 2003. pp. 325-328. 
M.Lillich, «The triforium windows of Tours», Gesta, XIX/1, 1980, pp. 29-35.
Claude Andrault-Schmitt, «Le démenbrement du chaste écuyer au service des cathédrales (Tours-Meaux, 
1234)» dans; Tout le temps du veneour est sanz oyseuseté, Mélanges offerts à Yves Christe pour son 65ème 
anniversaire, Edités par Christine Hediger, Brepols Publishers, Belgium, 2005, pp. 293-311.
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図 1　 トゥール大聖堂西正面、15 ～ 16 世紀
初頭
図 3　 17 世紀初頭のトゥール：左に聖ガティアン大聖堂、右に聖マルタン聖堂が見える；Cl.Jan 
Visscher,1625 より引用（注 3 文献）
図 2　 同内陣部　13 世紀
	 （左隅柱；聖マルタン生誕 1700 年記念の旗あ
り）、2015 年 8 月撮影。
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図 4　トゥール大聖堂のステンドグラス配置図（Corpus Vitrearum による）
図 6　 図 5 部分　磔刑のタイポロジー
図 5　 トゥール大聖堂アプシス中軸上の窓
《Baie 0：タイポロジーの窓》、1240 頃
図 7　 トゥール大聖堂内陣部
						高窓、1267 頃
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図 8　 《Baie 212》聖ヨハネ伝の窓の全体、
1267 頃
図 9a 図 8 の模式図　（Cliché A.Fisher） 図 9b 図 8 の模式図　（Cliché A.Fisher）
(a) (b) (c) (d)
(e) (f) (g) (h)
(1) (2) (3) (4)
(5) (6) (7) (8)
(9) (10) (11) (12)
(13) (14) (15) (16) 副音書記者ヨハネ伝
洗礼者ヨハネ伝
107
清泉女子大学紀要　第 66 号　2019 年 1 月
図 10 《Baie 212》福音書記者伝（1）の場面
　王とヨハネ
図 11 ガラスの保存状態　白地部分はオ
リジナル Cliché Médiatèque de Paris 
図 12 《Baie212》下二段　洗礼者ヨハネ伝
図 13 洗礼者（a）、（b）
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図 15 洗礼者（e）、（f）
図 16 洗礼者（g）、（h）
図 14 洗礼者（c）、（d）
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図 18 福音書記者（1）、（2）
図 19 福音書記者（3）、（4）
図 17 《Baie 212》上部四段　福音書記者ヨハネ伝
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図 20 福音書記者（5）、（6）
図 21 福音書記者（7）、（8）
図 23 （9）パトモス島への旅立ち図 22 （8）ヨハネの油刑
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図 25 （12）空の墓 図 26 （13）ヨハネ栄光の死
図 27 （15）、（16）ミサに立ち会う障碍者達、ヨハネ最後のミサ、上方には王冠を持つ天使達
図 24 （10）黙示録を書くヨハネ
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図 28 《Baie 3》福音書記者ヨハネ
伝の窓、1230-50 頃（聖マ
ルタン聖堂旧在？）
図 33 福音書記者伝
（15）～（21）
図 32 福音書記者伝
（12）～（14）
図 31 福音書記者伝
（9）～（11）
図 30 福音書記者伝
（7）～（9）図 29 下部（3）～（6）
